
公益社団法人 日本語教育学会 2026年度 宮地裕基金人材育成研修講座

「学習者・就労者へのキャリア視点」をもつための実践研修

― キャリアコンサルタントの視点を日本語教育に活かす ―

O V E R V I E W

本研修は、日本語教師が「キャリア視点（学習者を日本語学習者としてだけでなく、自らの人生を主体的に

生きる一人の人として捉える視点）」を手がかりに、学習者理解や支援のあり方を見直し、教育実践につなげ

ることを目的としています。キャリアコンサルタントの知見や実践事例を参照しながら、「学習者のキャリ
ア形成を支えるとはどういうことか」を考え、参加者同士の対話と省察を通して、それぞれの現場で活か
せる実践の可能性を探ります。

P R O G R A M  —  全 3 回

8/30
(日)

2026年 8月30日（日）13:00〜15:00 オンライン

「キャリア視点を持つことで、教師の実践はどう変わったのか」

講師：渡辺若菜氏（立命館アジア太平洋大学 言語教育センター 特任講師）

キャリアコンサルティングを学んだことで、日本語教育実践はどう変わったのか
講師自身の経験と変化の語りから、キャリア視点とは何かを考える

10/4
(日)

2026年 10月4日（日）13:00〜16:00 新世界語学院（東京都新宿区） ※対面のみ

「多様な実践者の話を通じて、自分の実践を見直す」

講師：横田泰枝氏（東京国際大学 日本語専任講師）／國井久美子氏（Bridge & Partner Japan代表）
内田さつき（コミュニカ学院校長）／ファシリテーター：神恵介氏（新世界語学院校長）

支援とは何か、教師の役割とは何かを考え、自分自身の支援や関わり方を省察する

10/25
(日)

2026年 10月25日（日）13:00〜16:00 新世界語学院（東京都新宿区） ※対面のみ

「学習者の自己理解を支える活動を考える」

講師：渡邉三恵子氏（パーソルコミュニケーションサービス株式会社 経営本部副本部長）
ファシリテーター：北内直子（フリーランス）

「Will・Can・Must」フレームワークを使った自己理解・相互理解を促す活動を体験し
自身の現場で活用できる実践を構想する

https://forms.gle/GoiLBPGHbP9XjvB4A

主催：内田さつき（コミュニカ学院） 北内直子（フリーランス） お問合せ：career.nihongo@gmail.com

第１回

第２回

第３回

W H O  T H I S  I S  F O R  こんな方におすすめ

定員 ：先着30名
申込締切：8月16日(日)
参加費 ：3,000円

【対象】外国人就労者・外国人留学生の日本語教育およびキャリア形成支援
に関わる日本語教師・教育実践者で、全３回参加できる方

下記URLまたはQRコードからお申込ください。

お申込方法

学習者を「人生を主体的に生き
る人」として捉え直したい方

自分の実践や支援のあり方を

見つめ直したい方

キャリア視点を生かした実践を
構想したい方
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